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1．accusative構造の多様性

　格の本来的任務とは，客観世界である対象と認識者である主体との接点に位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
置し，認識の直観と表現の宿命的線条性との隔絶感を融合する事にある。ac－

cusatveの場合には，一般にどの言語に於いても，目的語をとらえるという面

が重要な機能となって来ている。原初の段階では主体と対象の結節点の位置に

あったという事が出来る。結節点とは，いわば主体と対象との接点という意味

と，対象の把握の仕方の表現上へのあらわれという意味合いとを兼ね備えたも

のである。本来，表現に於いては，自己以外は全て対象である。時には自己を

も対象化して認識する事も出来る。対象は対象である限り客体的である。格

は，対象と主体との接点にあるものだと把握すると，対象を客体的なものとし

て主体がとらえるところにaccusativeが成立するものだという事が出来る。

accusative機能の複雑性，多様性は，この根本的な点に起因しているものと
　　　（2）
思われる。

　印欧語のaccusativeは，前述の目的語をとらえる機能の他｝こ，方向を示す

ことがよくある。これは，dative的な用法であって，ある意味では，格機能の

重複であると云える。ラテン語，ギリシャ語，サンスクリット語には，この現

象が著しいと云われている　　Roman　eo　「ローマ〔を〕へゆく」，　domum
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
ibo「家へ帰ろう」＝otfircovξλε」σoPtα1．どちらも，或る行為が，ある場所へ
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接近してゆく事を示している。運動としては積極的な方向を取っている。ドイ

ッ語のfragen（たずねる）が，たずねられる人をaccusativeに置いたり，

フランス語のremercier（感謝する）が，やはり感謝される人をaccusative

に置くのは，この行為の方向の積極性をあらわしているのである。又，英語の

to　thankは，ドィッ語のdankenと同じように，人のdativeを支配する。

これはアングロ・サクソン語以来の事であるが，今では英語の名詞的要素に格

形のsuffixが付加しなくなった為に，この意識は既に失われている。日本語

の場合（～に感謝する）は，この古い英語のそれに似ている。日本語の71：！

の格には，事実，方向の積極性もある。英語のtoは，単にこの積極性のみでは

ない。to－morrow，　to－night，　to－dayに見えるように単なる静止の意味もあっ
（4）

た。この他，英語やラテン語で，accusativeの形態を使ってのvocativeが

存在する。もっとも，accusativeのこうした用法は，恐らくはaccusativeに

本来あったものではないと思われる。英語のAh，　me！も本来このままで

vocativeに働いたものではないと思われる。

　尚，日本語の「を：が時に泳嘆の助詞として使用せられたのも，その起涼は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
accusative的な助詞としての二を1にあるのかも知れない。又，日本語では，

対象を表示するとされている助詞が多く，Jが」，「を」は当然として，「の」，

「に」にまでその機能があるとされている。格は，対象を対象としてとらえる

ところに出発点を持っているのは自明の事である。格形のうち，nominative

を除外すれぱ，accusativeが最も省略され易いのも，この事と無関係でない

ものと思われる。即ち，表現するという事は，対象を対象としてすでに認識し

ており，その時点で格は潜在的にすでに含まれているから，顕現的な形でなくて

も認識が出来るのである。この他，ヨーロッパ諸語には，古典語時代から，伝統

的な表現形式である不定法を伴うaccusative（accusativus　cum　infinitivo）

というものがある。そこではaccusativeは，不定法の意味上の主語として立

つ事が出来る。ラテン語と英語の例を挙げておくと　　Intellego　te　sapere．

（君が賢明である事は私に分っている。），It　is　impossible　for　him　to　solve
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　　　　　　　　　　　Accusative　CaseとNominative　Caseについて（島崎）

the　problem．（彼がその問題を解くのは不可能だ。）

　これは，nominativeとaccusativeとの重複，及び主節と従節の性質とい

う観点から論じられなければならない問題である。因みに，英語では，動名詞

の意味上の主語は，genetiveで表わされる事は，よく知られている。色々な

格形がnominative的表現をするが，独立構文に限って述べてみると，ここ

での意味上の主語は，ラテン語ではablative，ギリシャ語ではgenetive，ド

イッ語ではaccusative，古代英語ではdative，近代英語ではnominativeが

用いられるとされている。

　accusative機能に纏る諸相，諸現象をヨーロッパ諸語及び日本語を中心と

して略述して来たが，次にハルハ・モンゴル語などアルタイ諸語を主な題材と

して，形態，機能について若干の考察を試みてみる事にする。尚，現代ハル

ハ・モンゴル語の例文はロシア文字を使用して表記する。

2．accusativeと目的語

　いかなる言語に於いても，accusativeの第一次的機能は，目的語になると

いう事であろう。suffixでその機能を明示する場合でも，語の位置，即ち語

順でもってそれを明示する場合でも，動詞の目的語を示す事，または目的語に

なるという事が本来的機能であると思われる。1．でも述べたように，accu－

sative　suffixは，　nominativeに次いで省略され易いのは，表現という行為

に於いては，対象を対象としてすでに認識しており，その表現行為の時点で格

は潜在的に含まれているのが，根本的な原因であると思われる。しかし，これ

だけが格形の省略を可能にするのでなく，特に語順の固い言語では，文の形式

が一定の範囲に於いて固定している事が省略を促す一要因となっている事は，

否定出来ないところである。語順という用語は，一般によく使用されている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
が，文の形式という観点からみると，範疇順というべきである。その理由を若
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午，述べてみると次のようになる。言語には一定の範囲に於いて，文の形式が

一定している事がある。例えば，日本語では，主語一副詞一目的語一動詞，英

語，フランス語では，主語一動詞一目的語一副詞という文形が相当広い範囲に

わたって一定している。こういう場合，例えば主語の位置には，主語となり得

る名詞または名詞相当語ならば，たいてい自由に立つ事ができる。そこに個々

特定の語を選り好みするわけではない。従ってそこに立つのは語の一定の範時

であって，選ばれた特定の語ではない。だからこういう文では，そこに語順の

一定があるというよりは，むしろ一定の範騰順があるというべぎなのである。

　ところで，accusativeは，目的語を示すのが本来的機能であるが，これは

当然，動詞との関連に於いて説明され得る事である。目的語といっても一般に

は二つに分類されている。即ち，英文法などでいわれている直接目的語と間接

目的語であり，ドイッ語文法でいわれている四格と三格である。換言寸ると

accusative表現とdative表現である。

　ハルハ・モンゴル語では，accusative　suffixを付加した表現に次のような

ものがある。

　　。♪ψ！OP寵ip　yHax．

　　　（馬｝このる。）

　　　oノエa萱Hblr　fflax．

　　　（戦争に勝つ。）

　　。ΦeoAaJrn3Mblr　DcsprYYIIgx．

　　　（封建制度に抵抗する。）

　　。TYYHHfi　yrvailr　3θBmθθpθx．

　　　（彼のことばに賛成する。）

　この他にaccusativeを支配する動詞を挙げると，3y㍍（～に頼む），　ycax

（～に水をやる），EYYpgx（～に満ちる），　Aarax（～に従う），30pM－ix（～に

背く），などがある。

　トルコ系言語であるヤクート語でも，次のような表現がある。
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　　　　　　　　　　　Accusative　CaseとNominative　Caseについて（島埼）

　　。Ati　miinebin．〔iは，　accusative　suffix〕

　　　（馬にのる。）

　満州語でも，同じような表現がある。

　　。Morin　be　yulufi．．．．．．〔beは，　accusative　suffix〕

　　　（馬にのって……）

　このような動詞の格支配の現象は，別に特異な事ではない。現代日本語的発

想では，「のる」という動詞では，dativeを支配するのが自然のようであり，

accusative支配では，いささか奇異に感じるのにすぎない事である。これは，

各言語の伝統的，慣習的表現形式の相違に起因する事だと思われる。

　次にaccusativeが方向を指示する機能を持っている事は，ヨーロッパ語を

使用して，すでに説明した事であるが，ハルハ・モンゴル語や満州語にも類似

の現象が存在する事を例示しておく事にする。

　　　°aコc　x3T？IFfr　30PIIx．

　　　（遠くへ向う。）

　　。bira　be　doofi＿．．．

　　　（河を渡って……）

　更に，vocative的に，又は間投詞的にaccusativeを使っている例文を挙

げておく事にする。

　　oqaMa首r五aa，　HY江FY萱K）M　YY五aa！

　　　（お前か，目が見えないのは。）

3．nominativeとaccusativeの交錯

　英語，ラテン語などヨー一一　nッパ諸語には，accusativus　cum　infinitivoと

いう表現形式があって，不定法の意味上の主語は，accusativeの形をとると

いう事は，すでに述べて来たところである。これは文（節）や句の性質，即ち

主文（節）であるか従文（節）であるか，又，その文（節）が名詞的用法であ
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るのか形容詞的用法であるのかというような観点から論じられなければならな

い，このaccusativeとnominative，あるいはそれ以外の格との関係をハル

ハ語，日本語などを材料にして若干，論述する事にする。

　多くの言語では，一般にnominativeにはsuffixを付加しない。日本語で

は，nominative表示のsuffixとして，「ハ」，「ガ」，「ノ」などを挙げるが，

これらも起源的にはnominative表示の格助詞ではないとされている。現代語

でも「肉ハ食べない」という発話の「ハ」は，nominative表示ではなくて，む

しろaccusative表示であるといわれている。「ガニと「ノニについては，「私ガ

いった通りだ二と「私ノいった通りだ．という二通りのいい方が現代語では同

じように芭われているが奈良・平安時代までは，使用法にはっきりした区別が
　　　　　　　　（7）
あったとされている。大野晋氏によると，奈良時代までは，「秋ノ野」，「わガ

背子二などと，「ノ」も「ガ：も共にr体言ノ体言」，「体言ガ体言」という使い

方をしていて，「夜ガ明けた」といった二体言ガ用言！という使い方はまだな

く，「夜明けぬ」というように主語には助詞がつかないのが普通であった。即ち

nominative表示のsuffixは付加されなかったのである。そして，この時代に

は，「ノ」は外にあるもの，尊敬すべきものにつぎ，Fガニは自分とか親兄弟な

ど身近な存在，あるいは軽蔑すべきものにつく，という使い方の違いがあった

のである。この区別は平安時代まで続いていたようで，一今昔物語一‘とか「宇

治拾遺物語一の中に，その例を見い出し得るのである。

　ところが，室町時代に入って，固定的な身分関係が崩壊した為，「ノ！は尊

敬，「ガニは非尊敬といった区別がなくなり，「ノ」は「何時もノ調子二などと

いうふうに下の体言にかかる形容語を造る方向に進んだのである。そして，

「ガニの方は，「夜ガ明けたこなどと，「体言ガ用言」という形をとって，能動

の主体を表示する方向に進むようになった，というのである。ここに「ノ」は

genetive的用法｛こ，「ガニはnominative的用法に分離する萌芽が見られる

のである。

　「ガ」は前にも述べたように，「体言ガ体言」という用法が最も古いものであ
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　　　　　　　　　　　Accusative　CaseとNominative　Caseについて（島崎）

るが，現代語でも「わが国」，「君が代」という用語の中に保存されている。「わ

が国一といえば，「わが」の方が先にきているから「わが」の方が主であるように

見えるかも知れないけれども，実は「わが」というのは人称代名詞のgenetive

であって，一種の形容語であるといえるのである。「君が代」も，「君が」は「代」

の形容語なのである。

　万葉集などにもnominative助詞としての「ガ」は現われていないが，当

時，「ガーがnominative機能を持たなかった証拠であると考える。

　「我が国一の次には，「わが教ふる道」というような形が発達したとされてい

る。この場台には，「わが」は「教ふる」にかかるよりも，「道二にかかるも

ので，まず一わが道一があって，それと並んで「教ふる道」という表現があっ

たと考える。だから「わが！も「教ふる」もいずれも「道！にかかると見るわ

けである。つまり「わが国」と同じように「わが道」という表現があって，そ

のあいだに「教ふる二というのが入って来たと考えるわけである。だからこの

場合も7わが」というのは結局「わが教ふる」全体で「道」にかかっているの

である。即ち，これも「ガ」は体言と体言の間に入っているものだと考えられ

るのである。大体，江戸時代以後「私が行く」のように終止形で切れるように

なったけれども，それ以前では「私は行く！だけで切って文を終る事は出来な

　　ゆ
かった。ちょうど，現代語の「の」という助詞が「私の行く」で切れないで

「私の行く道は一のように必ず下の方に何か名詞がこないと変な感じがするの

と同じ事である。それと同じように「ガ」という助詞も，以前はその下には必

ず何か体言がくるものであって，現代語のように用言が来てnominativeに

機能するようになったのは，比較的新しい事なのである。

　ところで，nominativeあるいは主語について論じる際には，言語表現の線

条性に触れておかなくてはならない。我々が人間としてその場その場の状況を

直観的に察知，認識して，適当な行動を起こす為には，いちいちその間に正し

い形の言語の流れを介在させなくてもよいと思われる。瞬間に察知し，瞬間に

行動する時は，実は，言語表現以前の状態にみずからを置いて，我々は行動し
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ているといえるのである。ここには，時間の意識はない。全ては，未だ，表現

以前の一つの塊にすぎないのである。言語は，この塊を，時間の逢み：：合わせ

て流すところから来ているのである。これが，言語の線条性であって，文が出

来・Vたが・て語細来るのも・・の流れ・この線条性の為である・溺の起

源，先に述べた表現を使えば，範欝煩の起漂は，この線条性の中にある。元

来，言語の文の認識，理解には，一種の待機性というものがあった。通例，我

我は，唯はじめの一語だけで，全文としていいたい事を表現し切れないし，理

解する事も出来ない。最初の一語はその発端であって，その発端から発展すべ

き一つの発展単位までを述べ終った時，充足感が起って来るのである。充足感

を満足させる為には，少なくとも，最小単位として二つの語を連らねなければ

ならない。線条の構成単位はこの発展単位であり，発展単位の終るまで，我々

は待機しなくてはならない。表現の単位は，この待機性が充足され．解消され

るまでの心理的な時間の単位なのである。線条的な言語を使っている我々は，

誰でも皆，待機性がそれに本質的につきまとう事を，習慣的に知っている。故

に，その充足されるまでの待機時間内ならば，本来，語順あるいは範蒔側ま，

いかにあ。てもよいので認．躍，認識の充足感からみれば，語・Ω・範瓢

は，第一義的な問題ではないのである。

　語順，範濤順は，固いにせよ，やわらかいにせよ，全てある意味では習慣的

な顕現である。しかし，全て習慣のはじめには，固定的な，共通的なものがあ

る。それは，線条の頭に立つものは，全て表現の主語だという事である。表現

の主語はいわゆる文法的主語，あるいは心理的，意味的，論理的主語といわれ

るものとも黙。て、1駕．言識現の線雑という点からみると，・の表現の

主語は，文の構成の本質的な一面と大きく関わっていると思われる。

　次にハルハ語のnominativeとaccusativeの交錯について若干の考察，分

類を試みる事にする。多くの言語がそうであるようにハルハ語などアルタイ系

言語も，多くの場合，nominative　suffixは付加しないのが普通であった。特
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　　　　　　　　　　　Accusative　CaseとNominative　Caseについて（島崎）

に主語を強調するとか，nominativeとしての意味が明確でないとか，或い

は，主語が数語からなる句なり節である場合以外は，suffixを付加しないのが

普通であった。しかし，現代語では，いささかその傾向が薄れて，主語を明示

する為にsuffixを顕現的に付加する事もあるようである。現代語のsuffix

は，起源的に二種類に分けられる。先ず，動詞60，ifox（成る）から派生した

60コ6ac，60n6a刀，60コであるが，特に短縮形60．rrが一般的によく使用されて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
いる。元来，これらは，主語の強調的な明示の役を果したり，「もし…ならば」

　　　　　　　　　　　　　　（ユ3）
を表わす仮定法の後置詞であった。もう一つは，人称代名詞のgenetiveから

派生したsuffix，　Hb，　zlldllb，である。　personal　genetive　suffixは，次のよ

うになっている。

　　　　　　　　　　　　　　　単数　　　複数

　　　　　　　　　　　一人称　MI・IHb　　MaaHb

　　　　　　　　　　　二人称　qvaHb　　TaaHb

　　　　　　　　　　　三人称　Hb　　　Hb

　このうち三人称（単，複）が特に一般的に使用されている。日本語の「ノ」が

現代語では，genetiveだけでなくnominativeにも使用されるが，ハルハ語で

もgenetive　suffixのnominative的機能の表われであると思われる。日本

語とハルハ語には，起源においても，用法の歴史においても並行している点が

いくつも見受けられるが，これも，ある意味では用法上の並行を示している例

であると考えられる。先に述べた60．1も，日本語の比較において分析してみ

ると，同じように平行性，類似性が認められる。即ち，60加よ動詞60mx（成

る）からの派生形であって，もとの用法は，動詞の後について「もし…なら

（ぱ）」を表わす仮定法の後置詞であったという事は，既に述べたところであ

る。日本語の「ナラバ」は，「ナラ」と「ハ」の合成語であると考えられるが，

元来，これも動詞「なる」から派生した活用形「…ナラ」＋「ハ」が，「ナラバ」

や「ナラ」という形態で定着し，主語の強調的意義を担っていると思われるの

である。
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　そういう意味で，現代ハルハ語のnominative　suffixである60n，　Hb，

は共に起源，用法の歴史において著しい平行性があるといえる。

　尚，このsuffixは，他の格suffixと違って，名詞や名詞相当語の語尾に

直接連結させないが，この事は，このnominative　suffixが本来，　nomina－

tive機能はなくて，既にみてきたように他の要素からの派生的定着である事を

示している。格形は，本来あったのではなく，徐々に成立したという事がよく

いわれるが，これも将に成立し形成され，現代語において定着したといえるの

である。

　ところで，accusative　suffixは，　nomirlativeについで省略され易いと述べ

た。しかし，これは他の格形と比較してそうであるというのであって，アル

タイ諸語に於いても，それぞれaccusativeの本来的形態を持っていたとされ

ている。Turkish，　Azerbaijanian，　Turkmen，　Uzbek，　Kirghiz，　Yakutな

どを含むPre－TurkicやPre－Mongo】ianでは，その形態は＊一γi／＊－gi，＊－iγi／

－
igiである。　Orkhon－Turkicでは，＊一’〉’／＊－g，＊－iγ／＊－igとなり，Mongolian

でもCommon－Mongolianでは，＊－gi＞＊－ji，＊－iji＞＊－iに発達したと推論されて
　（14、

いる。一方，Manchuでは，＊－ba／＊－b逐から起って，－wa，－pa，－ba，－maに発

達したとされている。Tungusでは，起源的には一iから発達した一a，－Jaと

一baがある。－a，－jaは後にparative　genetiveに発展した。又，－baは，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
れらに比べて後になって発生した形態である。尚，現代ハルハ語のsuffixは，

（／）－blr，（ロ）－H口r，◎－rである。そして，－blrは，語末音が短母音及び子音に

終る男性語の語幹に接尾される。－vaitFは，語末音が短母音及び子音に終る女

性語と，Hに終る語幹，　bに終る語幹，隠れたrに終る語幹，＞K，　q，田に終

る語幹に接尾される。又一rは，語末音が長母音，及び二重母音に終る語幹に

接尾される。

　　（例）

　　　　（／）appa　（方法）一→aprb！r

　　　　　　caxan（ひげ）→caXAblr
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　　　Haa双aM

（口）　6互qHr

　　　caJ”tXM

　　　TOMθP

　　　3aJIb

ψ寸　　TgM三》3

　　　　　　　ロ　　　HOXOII

　　　TaXHa

　Accusative　CaseとNominative　Caseについて（島崎）

（遊　び）→HaaAMblr

（：書　　物）　一一一＞　6｝fq互rHnF

（風　）一→cafixvattr

（　鉄　　）　→　ToMpげ首r

（好　策）一→3a朋蛍

（らくだ）一一＞TgM99P

（犬　）一→HOXO蛍

（　　鶏　　）　一一一＞　Tax？lap

　次に現代ハルハ語の例文を用いて，nominativeとaccusative，　genetive
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）

など他の格形との交錯を文（節）や句の性質から分類してみる事にする。

　（1）genetiveとaccusativeの場合

　（d）名詞節が主語になる場合，その節の主語は，大部分genetiveである。

　　　（例）

　　　。M匠HH首H口M只H3aap田caH　Hb　TaHblr　6aHpJiyy五axaac　ep　roMTroxrY黄．

　　　　（私が，こんな風に外出した事は，あなたを喜ばしこそすれ，悲します

　　　　事ではない。）

　（ロ）名詞節が目的となる場合は，その節の主語は，大部分genetiveである。

　　　但し，場所を表わす副詞（句）が挿入されると，大部分accusativeとな

　　　る。

　　　（例）

　　　。∂H3　xθrlllliH　uovao　MHHHロflBax　rsm　6aifrraar　lllHH1llcH　6atiHa　mYY

　　　　rg｝K　60江五〇〇．

　　　　（この年とった狼は，私が行こうとしているのを嗅ぎつけているのだな

　　　　　と思った。）

　　　。しlaMa首r　TocroHooc　HpcHHtir　6H　TYYHsgc　AyyJiaB．

　　　　（君が村から来たという事を私は後から聞いた。）
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内　形容詞節（句）に於ける主語は，必ずgenetiveである。

　（例）

　　。CafiblH　MHHIi首HpbcaH　Yrl4YY双｝f口r　gq　6Yr双HHr　Hb　ofiJlroB　yy？

　　　（今しがた私が話した事を全部理解しましたか。）

　　。T9江HI磁op＞1〈Hp∋x　xaanra　pyy　yPrsnDK　TopMon30H　xapcaap　6a口B・

　　　（彼が入って来るドアーの方をいつも見ていました。）

（＝）副詞節の場合は，suffix，接続詞，後置詞などで区別する。

（i）－xa五，－xaap，一：lorll，－naapに導かれる副詞節の主語は，主節の主語

　　　と異なる場合，大部分accusativeとなる。但し，時には，　genetiveが

　　　立つ場合もある。

（ii）後置詞X　orl－（XO油0）を含む副詞節の主語が主節の主語と異なる場

　　　合，accusativeを用いる。主語が共通の場合は，　suffixなしである。

（iii）　－Tan，－Tafi，3sp∋rを含む副詞節の場合，　accusativeを用いる。

（iv）　Tyπ，　yqHp，　napaa，　xgnB，－Bq．を含む副詞節の場合，大部分suffix

　　　なしである。

　　（例一i）

　　。θqHrぷ9p　HaMa銑r　rgPT三）s　K）M　Y3∂H〈6a6xa双rgHgT　T∂p　I・ip・〔93・

　　　（咋日，私が家で本を見ていると，突然，彼がやって来た。）

、．　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t＿1、
　　。qaMa口r　Ha五Ta口fipllx　K）、Io刀oxrY亘60Jloxoop　3YrggP　acyy｝K　uaHHa・

　　　（あなたが，私と話し合う題目を見つけ得ないので，たずねているので

　　　す。）

　　。HaMailr　opMorll　TgP　rapaB・

　　　（私が入るやいなや彼は出た。）

　　・Bariii！19E　H・M　yHurnxnaap　6・rn　c・Hc！l・B・

　　　（先生が本を読むとすぐ我々は聞いた。）

　　（例一ii）

　　。roM6blr　Yxcgl｛99c　xothl皿xYH　aMbTaH　gHムoitpToxoo　60、lbHく∋3・
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　　　　　　　　　　　　　　Accusative　CaseとNominative　Caseについて（島崎）

　（ゴンボが亡くなってから，人も動物もここに近づかなくなってしまっ

　た。）

。H．9Maa　HθxθpT3伽eθcyycHaac　xo黄旺16aiimvaHAaa　raHllaapaa　cYy＞K

　eHrθPcθH　6a黄＞K∋3．

　（ニャマーは，夫と結婚してから，建物で1人で座っていたのでした。）

（例一iii）

。HaMaiiF　o首：fOAHbl　AyH双yyp　fiB＞K　6aMTan　60poo　opoB．

　（私が森の中に入って行くと，雨が降って来た。）

。Bば五HH首r　oqHxTo黄　3∂pDr　raJrT　TgP3r　xθ互θ」1JIθθ．

　（我々が行くとすぐに汽車が動いた。）

（例一iv）

。OAoo　6H　TaHTa口yyJr3caH　TyJI　xYcgA　xaMrarAaB．

　（今，私はあなたと会ったので望みが叶えられました。）

。B3コTr3朋首H　Tyxa昔M肝yp四M∋其s》K　6aftcaH　yqnp　DHD　fiB　Jla．1　Hb

　　　　　　ひ　TYYH｝III　C3TrgJ田HF　rYH　HX　Xθ瓦θJ正rθB．

　（ベルトゲルに関して，ミチューリンは知っていたので，この事は彼の

　心を大いに動かした。）

。XyAaUaaaH　TapcHbl丑apaa　PacK　cypBan＞Knar，qa，q　MgA∋PASx，1（99：＿＿

　（会議が終った後で，ラスクが記者達に知らせたのによると：……）

。XgPgB　TH口M　axuM　6a口丑ar　60n　TYYHPrtir　Y3s＞K　ypryyncaH　xYMYYc99c

　＞KHMc　60noBcpyynaB　aprblr　YPq　aBaxblr　gpllS」rr39H9．

　（もし，その様なりんごがあるのならば，それを見て，育てた人から果

　実を実らせる方法を，ちょっとでも学びたいと思った。）

。Xoep　aHraxail　raAyyl；cyPrs∂c　xouPoxryir　HnccgH　60．roBq只五pax　Hb

　x3UYY　6a首Jiaa．

　（2匹のつばめは，雁の群から後れずに飛んだけれども，疲れは激しか

　　った。）
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（2）ablativeの場合

団体，機関，多数の集団および人名が主語になる場合が多い。

　　（例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　。＿＿qyyJlraHblr　PYI・lllgTrsx　3axHpraaHaac　xI・II・IJirDH9．

　　　（……集会を執行機関が開く。）

　　°．＿．．T3prYYJIgN，119∋C　3ap五aH　xypaJI瓦yyJIHa．

　　　（……幹部会が招集し，開会する。）

　　°……yJlcaac　y江HP互ax．

　　　（……国が指導する。）

　　。OKTH6pPrkH　coKHa．ElicT　xyBbcraJI　HI）TYMH99C　f｛BYyJlcaH．

　　　（社会主義革命は，人民が行なった。）

（3）dative－locativeの場合

　　（例）

　　。BH　Tall双AryPTail．

　　　（私は，あなたが好きです。）

　　。Ha五aA　gH∋HoM　coHv・lpxo、rrToit．

　　　（私は，この本が面臼い。）

（4）instrumentalの場合

　　（例）

　　。Tspggp　19370Hn　aBbAac　6LI汀∋r，　oK）yH　yxaaHblxaa　I．i江ugugr．v∋．ITHtiH

　　　ye五HaC　Hθrll＞K99．

　　　（彼は1937年の才能と理智の旺盛な時期に死去した。）

　　。A刀HM　Hb　eHrOθP　ynaaH．

　　　（りんごは，色が赤い。）

　　。TgP　xypnaap　coHvocoH　Tonroiπorg　6a黄Ha．

　　　（彼はホラルが選んだ議長であります。）

　　。9H9＞KH　I，｝f双9x　aMyy　6yAaaraap　xoBoP双o＞K　MgAH9．
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　　　　　　　　　　　Accusative　CaseとNominative　Caseについて（島崎）

　　　（今年は，食物が乏しくなるはずだ。）

　現代ハルハ語は，七つの格形を認めているが，その中でcomitativeは，形

容詞的要素が強くてnominative的機能を担う事は，まずないとされている。

その他の六つの格形は，何らかの意味でnominative機能｝こ関与しているとい

えるのである。そのうち（3）dative－10catlveと（4）instrumentalは，一種の

二重主語的表現であるとみる事が出来る。この二重主語的表現は，今日の日本

語に於いては，口語的な文章語の中にも広く使用されている用法であって，先

に述べた「ハ」，「ガ」の用法の違いの面から，しばしば論じられてきた題目で

ある。即ち，「象は・鼻が長い」とか「桜は・花がきれい」といった文に於け

る「ハ」，「ガ」の相違の説明にしばしば用いられてきたのである。「ハ」，「ガ」，

「ノ」の用法の歴史的変化については，既に若干，論述したところである。こ

こでは現代語に於ける機能の違いについて補足しておく事にとどめたい。簡単

に述べると，既知の情報に新しい情報を追加するのが「ハ」の機能であって，

古い情報が主語の場合は「ハ」を採るといってもよいと思われる。これに対し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C17ノ
て「ガ」は新しい情報，未知の情報を提示する助詞だといい得るのである。こ

の説明だと，なぜ「だれハ来たのか」とはいわないかがよくわかるのである。

「だれ」といった疑問詞が既知だという事はあり得ないから，既知の情報につ

く「ハ」は使えないのである。　同様に，「あなたガだれだ」といわない理由も

はっきりする。「ガ」の下に来るのは既知の情報であるのに「だれ」は既知で

あり得ないからである。

　ところで，現代ハルハ語には，顕現的1こ表示するnominative　suffixとし

て60n，　Hbを挙げる事が出来る事は，先に述べた通りである。この二つには，

用法上，微妙な相違が認められる。

　　（例）

　　。ToKPio　60n　MaHa茸yncblH　HH蕗c刀9刀xoT　MeH．

　　　（東京は，我が国の首都である。）

　　。OxHAblH　6He　MaxBoJlblH　xθr）KnH6v　3θB　6a口Jlrax　Hb　Ma工1」［qyxaJI．

　　　　　　　　　　　　　　　－15－　　　　　　　　　　　　　　121



　　　（娘達の身体の正常な発育が極めて重要である。）

　「60n＿＿MeH」では，「～は～である」であり，「＿＿X　Hb＿＿」では，「～

が～である」である。「ハ」と「ガ」の対立と考えて，現代日本語の用法との平

行性が存在するとは，断定しがたいが，ハルハ語に於いてnominative　suffix

の顕示化の現象は，比較的新しい事であるのだから，仮に平行性が認められる

としても，この点での格意識の共通化は，近年になって進みつつあると見るべ

きである。

　又，（3）のdative－10cativeを用いての二重主語的表現も，（「～が好きだ」，

「～が面臼い」のところは）直訳すると「～に於いて愛がある」，「～に於し・て

興味がある」となる。一種の場所的表現であるが，別に特異な表現ではない。

なぜなら，日本語の「頭ガ痛い」の「ガ」は，能動的なnominativeの表示

ではなく，ある大いなる力の加えられる場所を示すにすぎないという見方があ

るが，これも，その表現と関連があると考えられるからである。BH　TaHJI

五yPTa昔．（私は，あなたが好きです。）は，直訳すると「私はあなたに於いて愛が

ある」であるが，これは，「頭ガ痛い」とか，「雨ガ降る」などと同様1こ，一種の

非人称的表現形式であるとみるのである。そして，この「ガ」にはergativus

的なところがあると考えるのである。ここにも日本語とハルハ語の平行性があ

るように思われる。ただ，ヨーロッパ諸語には古くからよくみうけられる非人

称構文が，ハルハ語や日本語にも存在したのかどうかは，検討してみる必要が

あると考える。更に，先の（3）dative－locativeと（4）instrumentalの分類

で，（3）は，人称代名詞に関係していて，（4）は，それ以外のものに用いられてい

ると推測されるが，これも，もう少し深い考察と検討を必要としていると考え

る。
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Accusative　CaseとNominative　Caseについて（島崎）
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